


とは？

医療機関向け情報発信メディア

『medico+』は「mediPhone＋connect（connection）community」をコンセプトに、

医療機関の発展を共に目指すコミュニティを構築しつづけるメディアです。

この度は medico+ を手にとっていただきありがとうございます。この冊子は他の医療機関の取り組みや課題解決方法を共

有する場として機能し、「他の病院はどうしているのだろう」「さらなる発展のために取り組めることはないか」に対する解

決の糸口となる情報を発信しようと制作したものです。

私たちが創業より支援してきた医療機関とのつながりや知見・強みを活かし、現場で必要なときにすぐ手に取れる情報源と

して、全国の医療従事者の知見や工夫を紹介し、皆様の課題解決のヒントを提供してまいります。また、メディフォンが提

供する外国人医療に関する情報も積極的に発信し、「困ったときは medico+ を見てみよう」と思っていただけるような、身

近で頼れる存在を目指します。

『medico+』が、医療現場で働く皆様にとって価値ある一冊となりますよう、心を込めてお届けいたします。
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外国人患者対応について
手軽に学べるセミナーを
配信中

今後も増える可能性のある外国人患者。

受入れ時のノウハウなど、様々なお役立ち情報

をセミナーでお届けしています。

毎 月 更 新！

mediPhoneはサービスを導入した方・検討段階の方に、使い方・機械翻訳と電話・ビデオ通訳の使い分け等を丁

寧に説明させていただいております。実際に使用するタブレットを触りながら、電話通訳・ビデオ通訳もリアル

タイムで通訳者につなぎ、音声や画面のを確認することができます。導入後の使用方法を具体的にイメージする

ことができ、院内への共有もスムーズになるとご好評いただいております。ご依頼はいつでも可能です。ご興味

のある方はお気軽にお問い合わせください。

Q
A

Q

開催数は制限がないため、部署ごとでの開催も

可能です。

もちろんです。弊社の営業が全国飛び回ります。

A

地方なのですが、来てもらえるのでしょうか？Q

A

開催時間はどのくらいですか？Q

３０分～１時間程度です。

トライアル時、導入後等必要なタイミングに合わせ

て随時開催可能です。

A

説明会はどのタイミングでお願いすれば良い
のでしょうか？Q

A

遠隔の通訳者とスムーズに会話を進めるコツ

実
際
に
使
用
す
る
言
葉
で
翻
訳
実
践
が
で
き
る

通
訳
者
に
繋
が
る
ス
ピ
ー
ド
を
体
感
！
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本記事では、外国人患者受入れ体制整備を本格的に行っている岡山済生会総合病院の
皆様の現場課題や体制整備について、遠隔医療通訳・AI翻訳（以下「mediPhone
（メディフォン）」という）の利用環境の構築と併せて、取材をしてまいりました。

外国人患者受入れ体制整備
導入事例インタビュー

岡山済生会
総合病院

岡山県岡山市

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/������_�������_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/������_�������_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/page/������.html

■
孫
様　

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
は
︑

地
域
中
核
病
院
と
し
て
��
時
間
3
6
5

日
の
救
急
体
制
を
敷
き
︑
地
域
住
民
と

訪
日
外
国
人
の
命
を
守
っ
て
い
ま
す
︒

岡
山
市
内
の
中
心
部
に
位
置
し
︑
二
次

救
急
搬
送
は
年
間
4
5
4
2
件
︵
2
0

2
3
年
度
︶
を
受
入
れ
て
お
り
︑
専
用

の
救
急
入
口
と
常
駐
の
救
急
医
チ
ー
ム

で
対
応
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
に
認
定
さ
れ
た
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
︑
外
科
︑

内
科
︑
放
射
線
科
︑
緩
和
ケ
ア
科
が
連

携
し
︑
2
0
2
3
年
度
に
は
8
5
3
件

の
悪
性
腫
瘍
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

近
年
︑
観
光
振
興
と
企
業
誘
致
の
影

響
で
訪
日
外
国
人
と
在
留
外
国
人
の
受

入
れ
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
産
婦

人
科
の
病
床
は
��
床
を
備
え
︑
緊
急
の

帝
王
切
開
や
無
痛
分
娩
も
行
っ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
ら
の
傾
向
は
︑
英
語
・
中
国

語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
に
加
え
︑
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
や
ベ
ン
ガ
ル
語
な
ど
多
言
語

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
示
し
て
お
り
︑
言

語
対
応
の
強
化
が
急
務
で
す
︒︵
＊
︶

専
任
の
通
訳
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

や
W
i
F
i
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
安
定
化
︑
端
末
貸
出
体
制
の

構
築
な
ど
内
部
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
︒
今
後
は
通
訳
予
約
シ
ス
テ
ム

の
U
X
改
善
や
定
期
的
な
多
言
語
研
修
︑

地
域
医
療
連
携
会
議
で
の
成
功
事
例
共

有
を
強
化
し
て
い
く
計
画
で
す
︒

地域中核病院の多文化共生医療

進化する外国人患者受入れ体制と
多言語対応の最前線

interview

��
万人超

�.�
万人超

訪日外国人宿泊客数

在留外国人

　

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
は
︑
岡
山

県
南
東
部
を
中
心
に
二
次
救
急
医

療
・
が
ん
拠
点
病
院
・
周
産
期
医
療

を
担
う
中
核
病
院
で
す
︒
救
急
搬
送

か
ら
高
度
専
門
治
療
︑
手
術
︑
出
産

ケ
ア
ま
で
一
貫
し
た
医
療
提
供
体
制

を
整
え
て
お
り
︑
地
域
の
医
療
安
全

と
患
者
ケ
ア
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
︒

　

近
年
︑
岡
山
県
に
お
け
る
訪
日
外

国
人
お
よ
び
在
留
外
国
人
の
数
は
大

き
く
増
加
し
て
い
ま
す
︒
2
0
2
4

年
1
月
～
��
月
に
は
県
内
宿
泊
客
数

が
��
万
2
8
7
0
人
︵
前
年
同
期
比

��
・
6
％
増
︶
と
︑
2
0
1
9
年
の

コ
ロ
ナ
前
水
準
を
上
回
る
過
去
最
高

を
記
録
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
2
0
2

4
年
6
月
末
時
点
で
在
留
外
国
人
は

3
万
7
1
2
9
人
に
達
し
︑
県
民
の

約
1
・
1
%
を
占
め
て
い
ま
す
︒
こ

れ
ら
の
背
景
か
ら
︑
言
語
・
文
化
の

多
様
性
に
対
応
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
急
務
と
な
り
︑
特
に
救
急

や
手
術
︑
周
産
期
領
域
で
は
的
確
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒

は
じ
め
に

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
の

特
徴
と
地
域
的
立
ち
位
置

＊参照

▲分娩室

▲検査室

▼夜間専用入口 ▼救急入口

（写真左）

兼田 紘美様
産婦人科病棟

助産看護師長心得

外国人妊産婦対応と
地域コミュニティ連携

（写真中央）

西中 綾子様
中央手術室
看護師長心得

術前から術中での
通訳ニーズ

（写真右）

矢部 美香様
救急センター
看護師長

緊急対応時の
多言語コミュニケーション

孫 穎悟様
総務課担当

受付から
退院後フォローに
おける課題管理
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■
編
集
部　

外
国
人
患
者
の
増
加
や
多

言
語
対
応
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
︑
m
e
d

i
P
h
o
n
e
︵
メ
デ
ィ
フ
ォ
ン
︶
の

活
用
範
囲
は
広
が
っ
て
い
ま
す
︒
受
付

で
の
診
察
対
応
は
も
ち
ろ
ん
︑
医
師
と

の
正
確
な
医
療
通
訳
が
求
め
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
場
︑
中
期
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
る
産
婦
人
科
等

で
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
部
門
ご

と
に
具
体
的
な
活
用
シ
ー
ン
を
皆
様
に

伺
い
ま
し
た
︒

中
央
手
術
室

■
西
中
様　

帝
王
切
開
手
術
中
や
術
前

訪
問
の
場
面
で
﹁
専
門
的
な
指
示
も
通

訳
者
の
サ
ポ
ー
ト
で
一
回
で
正
確
に
伝

わ
る
よ
う
に
な
り
︑
ス
タ
ッ
フ
の
安
心

感
が
格
段
に
向
上
し
た
﹂
と
感
じ
ま
す
︒

特
に
通
訳
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
医
療

用
語
を
補
完
し
て
く
れ
る
こ
と
で
︑
通

話
品
質
の
高
い
環
境
が
整
い
︑
以
前
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
手
術
進
行
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
︒
一
部
手
術
室
で
W
i
F
i

改
善
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
も
の
の
︑
導
入

効
果
は
明
ら
か
で
す
︒

産
婦
人
科
病
棟

■
兼
田
様　
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
口
コ

ミ
で
導
入
効
果
が
広
が
り
︑
ベ
ト
ナ
ム

系
を
中
心
と
す
る
妊
産
婦
か
ら
﹃
安
心

し
て
通
え
る
﹄
と
の
声
が
増
え
た
﹂
と

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
︒
費
用
面
で
は

出
産
育
児
一
時
金
の
範
囲
内
で
通
訳
も

利
用
で
き
︑﹁
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
高
い
﹂
と
好
評
で
す
︒
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
な
ど
マ
イ
ナ
ー

言
語
で
も
事
前
予
約
で
確
実
に
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
︑
患
者
満
足
度
が
向
上

し
て
い
ま
す
︒

救
急
セ
ン
タ
ー

■
矢
部
様　
﹁
夜
間
・
休
日
の
急
患
対

応
で
も
︑
多
言
語
通
訳
で
不
安
な
表
情

が
減
り
︑
迅
速
な
診
断
と
治
療
に
つ
な

が
っ
て
い
る
﹂
と
実
感
し
ま
す
︒
自
動

翻
訳
ア
プ
リ
で
は
補
え
な
い
医
療
用
語

も
正
確
に
伝
え
ら
れ
︑
患
者
と
医
師
の

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
な
り
ま
し
た
︒

総
務
課

■
孫
様　
﹁
退
院
後
の
請
求
・
保
険
返

金
手
続
き
も
通
訳
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
︑
手
続
き
時
間
が
従
来
比
で

短
縮
し
︑
患
者
か
ら
の
理
解
が
深
ま
っ

た
﹂
と
感
じ
ま
す
︒
特
に
︑
日
常
的
な

問
い
合
わ
せ
や
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

向
上
し
︑
未
収
金
リ
ス
ク
低
減
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
︒

部
署
別
受
入
れ
実
態
と

医
療
通
訳
の
活
用
状
況

　

ま
ず
︑
多
言
語
対
応
に
は
通
常
業
務

の
約
2
倍
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
︑
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
﹁
通
訳
を

待
つ
間
の
空
白
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
︑
よ

り
迅
速
な
ケ
ア
提
供
が
可
能
に
な
る
﹂

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
︒

■
孫
様
　
技
術
環
境
に
お
い
て
は
︑
手

術
室
や
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
W
i
F
i

電
波
状
況
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
︑
一

部
エ
リ
ア
で
は
通
訳
接
続
が
一
時
的
に

途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
に

対
し
︑
病
院
は
全
館
W
i
F
i
の
再
設

計
を
計
画
し
︑
電
波
強
度
の
最
適
化
と

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
の
確
保
を
進
め
て

い
ま
す
︒

　

通
訳
精
度
で
は
︑
A
I
自
動
翻
訳
で

は
専
門
用
語
の
誤
訳
リ
ス
ク
が
依
然
と

し
て
課
題
で
す
︒
そ
の
た
め
︑
医
療
通

訳
士
に
よ
る
事
前
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強

化
し
︑
定
期
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ル
ー
プ
を
構
築
︒
併
せ
て
︑
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
翻
訳
版
を

整
備
し
︑
通
訳
者
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

共
通
言
語
を
持
つ
こ
と
で
︑
正
確
か
つ

一
貫
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒

　

今
後
は
︑
こ
れ
ら
の
改
善
策
を
着
実

に
実
行
す
る
と
と
も
に
︑
ビ
デ
オ
ガ
イ

ド
や
多
言
語
説
明
書
な
ど
標
準
化
資
材

を
拡
充
し
︑
担
当
者
の
業
務
負
担
を
軽

減
︒
さ
ら
に
︑
定
期
的
な
多
職
種
研
修

を
通
じ
て
︑
全
職
員
の
対
応
ス
キ
ル
を

底
上
げ
し
︑
質
の
高
い
多
言
語
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

外国人患者受入れ体制整備
導入事例インタビュー

岡山済生会
総合病院

■
孫
様
　
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
で
は
︑

大
阪
・
関
西
万
博
2
0
2
5
や
大
型
国

際
会
議
な
ど
の
影
響
を
鑑
み
︑
多
言
語

対
応
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
多
国
籍
の
来
訪
者
が
増
加
し
︑

要
求
さ
れ
る
言
語
範
囲
が
一
層
広
が
っ

て
い
る
た
め
で
す
︒

　

大
阪
・
関
西
万
博
2
0
2
5
は
︑
開

催
が
大
阪
府
の
た
め
近
隣
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑
会
期
中
の
訪
日
外
国
人
は
数

千
万
人
規
模
と
な
り
ま
す
︒
こ
の
波
及

効
果
に
よ
り
岡
山
県
内
の
医
療
機
関
に

も
一
時
的
に
多
言
語
対
応
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
︑
当
院
で
は
通
訳
予
約
シ

ス
テ
ム
の
処
理
能
力
向
上
︑
少
数
言
語

へ
の
迅
速
対
応
︑
W
i
F
i
環
境
の
安

定
化
を
進
め
る
こ
と
で
︑
外
国
人
の

方
々
に
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
整
備
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

改
め
て
︑
外
国
人
患
者
の
受
入
れ
に

お
け
る
各
部
署
共
通
の
課
題
は
︑
主
に

時
間
コ
ス
ト
︑
技
術
環
境
︑
そ
し
て
通

訳
精
度
に
集
約
さ
れ
ま
す
︒

　

m
e
d
i
P
h
o
n
e
︵
メ
デ
ィ

フ
ォ
ン
︶
導
入
に
よ
っ
て
︑
リ
ア
ル

タ
イ
ム
通
訳
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
安

心
感
向
上
や
︑
多
言
語
研
修
・
I
C

T
基
盤
強
化
に
よ
る
効
率
化
意
識
の

芽
生
え
が
明
確
に
示
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
︒

　

医
療
機
関
と
し
て
は
︑
単
な
る
言

語
支
援
ツ
ー
ル
の
導
入
に
留
ま
ら
ず
︑

組
織
横
断
的
な
運
用
設
計
︑
技
術
イ

ン
フ
ラ
整
備
︑
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
育

成
が
不
可
欠
で
す
︒
今
後
も
︑
地
域

の
特
性
や
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
動
向
を

踏
ま
え
た
体
制
強
化
を
続
け
る
こ
と

で
︑
患
者
満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上

と
地
域
医
療
の
信
頼
性
確
立
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

■
編
集
部

他
院
の
責
任
者
の
皆

様
に
も
︑
本
事
例
が
自
院
に
お
け
る

多
言
語
対
応
戦
略
検
討
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
︒
多
様
化
す
る
患
者

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
改
善
を

通
じ
て
︑
持
続
可
能
な
地
域
医
療
の

実
現
に
向
け
て
共
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
ょ
う
︒

地域中核病院の多文化共生医療

進化する外国人患者受入れ体制と
多言語対応の最前線

Before After

OK!OK!

One Team!
お
わ
り
に

今
後
の
外
国
人
患
者

受
入
れ
体
制
強
化
に

向
け
た
方
針

▲多言語対応の院内案内

〒700-0021 岡山県岡山市北区国体町2-25
https://www.okayamasaiseikai.or.jp

0809



訪日外国人の増加に伴い、医療現場では言語や文化の違いによるさまざまな課題が浮き彫りになっています。
なかでも、予約・受付・問診といった「医療の入り口」における対応は、患者の不安や混乱を招くだけでなく、
医療スタッフの負担も増大させています。こうした背景の中で、テクノロジーの力を活用し、外国人患者にもわ
かりやすくスムーズな医療体験を提供する取り組みが進みつつあります。
本記事では、多くの外国人患者の受入れを行っているイーヘルスクリニック新宿院 院長・天野 方一先生と、多
言語対応の医療アクセス支援サービスを提供する Ambii 株式会社 共同創業者＆CEO・平良 侑希氏にお話を伺
いました。

天
野
氏　

同
院
で
は
多
い
日
で
患
者

の
３
分
の
１
を
外
国
人
が
占
め
︑
旅

行
者
︑
居
住
者
︑
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
目
的
の
受
診
な
ど
多
彩
な
層
が
訪

れ
ま
す
︒
旅
行
者
の
多
く
は
発
熱
や

薬
の
持
参
忘
れ
な
ど
に
よ
る
急
性
の

相
談
を
目
的
と
し
︑
在
住
者
は
慢
性

疾
患
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
定
期
検

診
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
半
数
を
占
め

ま
す
︒

　

こ
う
し
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
一
方
で
︑
医
療
現
場
に
は
大
き
な

障
壁
も
あ
り
ま
す
︒
ま
ず
︑
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
で
は
日
本
の
電
話
番
号
を

必
須
と
す
る
既
存
シ
ス
テ
ム
が
多
く
︑

旅
行
者
や
来
日
直
後
の
居
住
者
は
予

約
自
体
が
完
了
せ
ず
︑
問
い
合
わ
せ

対
応
が
頻
発
し
て
い
ま
す
︒
加
え
て
︑

問
診
票
が
日
本
語
の
み
対
応
の
場
合
︑

必
要
事
項
を
入
力
し
て
も
ら
う
の
に

１
件
あ
た
り
��
分
以
上
か
か
る
ケ
ー

ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
ル
は
︑
外
国
人

患
者
の
安
心
感
を
下
げ
る
だ
け
で
な

く
︑
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
大

き
な
負
担
を
強
い
て
い
ま
す
︒
言
語

の
壁
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
円
滑
に
進
ま
ず
︑
初
診
時
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
時
間
を
割
か
れ
る
こ
と
で
︑

診
療
・
会
計
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

が
停
滞
し
ま
す
︒
結
果
と
し
て
︑
院

内
の
回
転
率
が
低
下
し
︑
患
者
満
足

度
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
︒

天
野
氏　

従
来
の
予
約
・
問
診
フ
ロ
ー

に
は
以
下
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
︑Ｄ

Ｘ
へ
の
着
手
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

し
た
︒

１
．
電
話
番
号
必
須
の
ハ
ー
ド
ル

　

主
要
な
国
内
予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
︑

日
本
国
内
の
電
話
番
号
が
登
録
条
件

と
な
っ
て
お
り
︑
海
外
か
ら
の
旅
行

者
や
来
日
直
後
の
在
住
者
は
予
約
自

体
が
完
了
で
き
ず
︑
結
果
と
し
て
予

約
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数

が
増
加
︒
受
付
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負

荷
が
肥
大
化
し
て
い
ま
し
た
︒

２
．
日
本
語
の
み
対
応
の
問
診
票

　

紙
ま
た
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
問
診
票

は
日
本
語
設
計
が
前
提
で
︑
多
言
語

対
応
は
未
整
備
︒
診
療
前
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
も
二
重
手
間
が
生
じ
︑
診
療

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
圧
迫
し
て
い
ま
し

た
︒

３
．
ス
タ
ッ
フ
教
育
・
対
応
の
限
界

　

院
長
の
私
自
身
が
英
語
・
中
国
語

を
話
せ
る
と
は
い
え
︑
全
員
対
応
は

困
難
︒
本
来
の
診
療
業
務
に
支
障
を

き
た
す
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
︒

平
良
氏　

日
本
語
が
十
分
に
話
せ
な

い
外
国
人
患
者
に
と
っ
て
︑﹁
医
療
機

関
と
の
最
初
の
接
点
﹂
で
あ
る
予
約
・

問
診
フ
ロ
ー
の
多
言
語
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
は
︑
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
を
劇
的
に
向
上
さ
せ
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
︒
私
た
ち
日
本
人
が
不

自
由
に
し
て
い
な
い
日
常
接
点
も
︑

外
国
人
に
よ
っ
て
は
相
当
な
負
担
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
て
︑
天
野
先
生
と
今
回
こ
の
よ
う

な
課
題
整
理
と
Ｄ
Ｘ
の
構
想
を
議
論

し
ま
し
た
︒

平
良
氏　
﹁
入
口
の
Ｄ
Ｘ
﹂
に
よ
っ
て

予
約
完
了
率
や
問
診
入
力
速
度
を
改

善
し
︑
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
院
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
や

他
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
視
野

に
入
れ
た
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
︒

天
野
氏　
﹁
入
口
の
Ｄ
Ｘ
﹂
の

柱
と
な
る
の
は
︑多
言
語
対
応

と
ス
ム
ー
ズ
な
予
約
動
線
の

統
合
で
す
︒イ
ー
ヘ
ル
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
含
む
︑多
言
語
対
応

の
医
療
ア
ク
セ
ス
支
援
サ
ー

ビ
ス
﹁
A
m
b
i
i
﹂
の
ユ
ー

ザ
ー
は
W
e
b
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
母
国

語
を
選
び
︑自
分
の
言
葉
で
自
由
記
述

を
含
め
た
問
診
入
力
が
可
能
︒Ｕ
Ｉ
は

日
本
語
版
と
同
等
の
構
成
を
保
ち
つ

つ
︑英
語
・
中
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
な

ど
主
要
な
��
言
語
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑従
来
の
予
約
・
問
診

フ
ォ
ー
ム
に
比
べ
︑ユ
ー
ザ
ー
の
入
力

ミ
ス
や
誤
解
を
大
幅
に
削
減
し
ま
し

た
︒

平
良
氏　
﹁
A
m
b
i
i
﹂
の
W
e
b

問
診
票
は
単
な
る
フ
ォ
ー
ム
の
置
き

換
え
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
窓
口
業
務
か
ら
診
療
前
準
備
ま
で

を
一
気
通
貫
で
Ｄ
Ｘ
化
す
る
核
と
な

り
ま
す
︒

1011

増
加
す
る
外
国
人
患
者
の  

実
情
と
課
題

　

２
０
２
５
年
４
月
︑日
本
を
訪
れ
た

外
国
人
は
約
３
９
０
万
人
に
達
し
︑単

月
と
し
て
過
去
最
高
記
録
を
更
新
し

ま
し
た
︒

　

ま
た
︑在
留
外
国
人
は
令
和
６
年
６

月
末
時
点
で
約
１
５
８
万
人
に
上
り
︑

都
市
部
を
中
心
に
医
療
機
関
へ
の
受

診
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
て
い
ま
す
︒※

医
療
機
関
の〝
入
口
〞を
変
え

る
：
予
約
・
問
診
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
多
言
語
対
応

多
言
語
対
応
と
予
約

動
線
統
合
で
実
現
す
る

医
療
の﹁
入
口
の
Ｄ
Ｘ
﹂

8

1

1 2

2 3

6

7 9
#000-000-00

電話番号問診票スタッフ対応

従来の予約・問診フローにあった制約

平良 侑希

天野 方一

����������

������������

「医療の入口」から始まる
医療DX

対 談

ambiiのＷＥＢ問診票予約画面（左）と問診画面（右）

イーヘルスクリニック新宿院 院長、帝京大学大学院公衆衛生学研究客員研究員、久留米大学医学部公衆衛生学講座　助教、合同会社
ActiveHealthLab代表など
埼玉医科大学卒業後、都内の大学附属病院で研修を修了。東京慈恵会医科大学附属病院、足利赤十字病院、神奈川県立汐見台病院などに勤
務、研鑽を積む。2016年より帝京大学大学院公衆衛生学研究科に入学し、2018年9月よりハーバード大学公衆衛生大学院（Harvard T.H. Chan 
School of Public Health）に留学。予防医療に特化したメディカルクリニックで勤務後、2022年4月東京都新宿区に「イーヘルスクリニック新宿
院 (eHealth clinic 新宿院)」を開院。複数企業の嘱託産業医としても勤務中。
日本腎臓学会専門医・指導医、抗加齢医学会専門医、日本医師会認定産業医、公衆衛生学修士、博士（公衆衛生学）の資格を有する。

自分が海外で医療のアクセスに苦労した経験、日本では留学生に助けを求められた経験から世界のどこにいても安心して医療が受けられる社
会を創るための手段としてAmbiiを起業。令和元年度つくばSociety�.�に採択されつくば市のサポートを受けながら多言語対応医師検索・予約
システム及び14言語に対応したデジタル問診票を開発・提供している。

株式会社Ambii  共同創業者&CEO

イーヘルスクリニック新宿院 院長

平良  侑希

天野  方一

※ https://www�.nhk.or.jp/news/html/��������/k��������������.html



天
野
氏

W
e
b
問
診
票
の
導
入
に

よ
り
︑
イ
ー
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
以
下
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
︒
定
量
的
な
改
善
点
と
し
て
︑

予
約
が
導
入
前
は
１
ヶ
月
数
件
だ
っ

た
も
の
が
��
～
��
件
へ
と
大
幅
に
向

上
︒
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ

せ
件
数
も
減
少
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑

問
診
票
入
力
に
要
す
る
時
間
は
平
均

��
分
か
ら
数
分
へ
と
短
縮
さ
れ
︑
１

日
に
対
応
で
き
る
患
者
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
︒

　

次
に
定
性
効
果
と
し
て
︑
外
国
人

患
者
か
ら
は
﹁
母
国
語
で
事
前
入
力

で
き
る
安
心
感
﹂
が
評
価
さ
れ
︑
再

訪
意
向
︵
Ｌ
Ｔ
Ｖ
︶
は
導
入
前
に
比

べ
上
昇
︒
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
﹁
事
前

情
報
を
も
と
に
診
療
準
備
が
で
き
る

た
め
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
︑
診
察
室
の
滞
留
時

間
が
減
っ
た
﹂
と
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
︒

天
野
氏　

外
国
人
患
者
に
限
ら
ず
︑

日
本
人
患
者
に
対
し
て
も
問
診
を
必

須
化
し
て
い
ま
す
︒
患
者
さ
ん
が
事

前
に
情
報
を
入
力
し
て
く
だ
さ
る
の

で
︑
医
師
と
し
て
も
診
療
前
に
﹃
何

を
求
め
て
い
る
か
﹄
が
分
か
り
︑
心

の
準
備
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
非
常
に

大
き
い
で
す
ね
︒

平
良
氏　

こ
う
し
た
仕
組
み
が
あ
る

こ
と
で
︑
患
者
さ
ん
の
安
心
に
も
つ

な
が
り
ま
す
し
︑
医
師
側
の
心
理
的

負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
︒
さ
ら
に
︑

問
診
票
は
多
言
語
に
対
応
し
て
い
る

の
で
︑
日
本
語
以
外
を
話
す
方
と
の

初
期
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁

も
︑
ぐ
っ
と
下
が
る
ん
で
す
︒
と
て

も
嬉
し
い
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
︒

天
野
氏　

一
方
で
︑
患
者
数
が
増
加

し
た
こ
と
で
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
︒

　

自
分
の
専
門
領
域
外
の
患
者
さ
ん

も
増
え
て
い
て
︑
他
科
に
案
内
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
し
た
︒
で
も
︑

﹃
紹
介
で
き
る
外
国
語
対
応
可
の
病
院

が
分
か
ら
な
い
﹄﹃
紹
介
状
が
出
せ
な

い
﹄
な
ど
の
壁
が
あ
り
︑
患
者
さ
ん

が
受
付
で
座
っ
た
ま
ま
︑
行
き
先
が

決
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し

た
︒

　

今
後
は
︑
多
言
語
対
応
可
能
な
医

療
機
関
間
の
連
携
や
︑
地
域
で
の
紹

介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
求
め
ら

れ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

天
野
氏　

あ
ら
た
め

て
︑
外
国
人
対
応
は

特
別
な
こ
と
で
は
な

く
︑
日
常
の
一
部
に

な
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
ね
︒
こ
れ
か
ら

訪
日
外
国
人
は
さ
ら

に
増
加
す
る
で
し
ょ

う
し
︑
非
日
常
を
ど

う
日
常
化
し
て
い
く

か
を
︑
我
々
医
療
機

関
は
も
ち
ろ
ん
︑サ
ー
ビ
ス
ベ
ン
ダ
ー

も
意
識
し
た
い
で
す
ね
︒

平
良
氏　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
︒﹃
外

国
人
だ
か
ら
大
変
﹄
と
い
う
感
覚
自

体
が
︑Ｄ
Ｘ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
無
く

な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
︒﹃
普
通

に
対
応
で
き
て
い
る
﹄
こ
と
が
︑
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

天
野
氏　

ツ
ー
ル
が
う
ま
く
回
れ
ば
︑

医
師
も
ス
タ
ッ
フ
も
負
担
は
大
き
く

減
り
ま
す
︒
最
初
の
接
点
で
あ
る
受

付
と
問
診
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
れ
ば
︑

診
療
の
質
も
上
が
る
し
︑
患
者
さ
ん

も
満
足
し
ま
す
︒
今
後
︑
医
療
の
現

場
が
よ
り
多
様
化
し
続
け
る
中
で
︑Ｄ

Ｘ
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
す
ね
︒
こ

れ
か
ら
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
︒

天
野
氏　

現
場
の
実
感
と
し
て
︑
外

国
人
患
者
へ
の
対
応
に
は
﹁
時
間
が

か
か
る
﹂﹁
説
明
が
伝
わ
り
に
く
い
﹂

﹁
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
﹂
と
い
っ

た
負
担
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
︒
特

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
規
模
の
医
療
機
関
で

は
︑﹁
日
本
人
患
者
と
同
じ
診
療
報
酬

で
︑
手
間
が
増
え
る
﹂
と
い
う
構
造

的
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
︒
こ

う
し
た
負
担
感
か
ら
︑
外
国
人
受
入

れ
を
敬
遠
す
る
医
療
機
関
が
一
定
数

存
在
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
︒

　

し
か
し
︑
現
実
に
は
訪
日
外
国
人

の
数
は
コ
ロ
ナ
前
を
上
回
る
勢
い
で

増
加
し
て
お
り
︑
２
０
２
６
年
以
降

も
さ
ら
な
る
ビ
ザ
緩
和
が
進
め
ば
︑

地
域
の
医
療
現
場
に
も
確
実
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
コ
ン

ビ
ニ
や
飲
食
店
で
外
国
人
店
員
が
当

た
り
前
に
な
っ
た
よ
う
に
︑
医
療
の

現
場
で
も
﹁
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
﹂

状
況
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
︒

平
良
氏　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
︒
ベ

ン
ダ
ー
側
の
我
々
も
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
機
関
と
お
話
す
る
中
で
意
識
の
変

化
は
感
じ
て
い
ま
す
︒
そ
の
中
で
重

要
な
の
は
︑﹁
外
国
人
患
者
だ
か
ら
特

別
な
対
応
が
必
要
﹂
と
身
構
え
る
の

で
は
な
く
︑﹁
一
人
ひ
と
り
の
患
者
に

向
き
合
う
﹂
と
い
う
本
来
の
医
療
の

姿
勢
に
立
ち
返
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま

す
︒
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
︑
適
切

な
ツ
ー
ル
や
体
制
が
あ
れ
ば
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
︒
む
し

ろ
︑
そ
れ
が
集
患
や
売
上
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
︒

平
良
氏　

私
た
ち
が
提
供
す

る
﹁
A
m
b
i
i
﹂
の
よ
う

な
多
言
語
対
応
の
W
e
b
問

診
票
サ
ー
ビ
ス
や
︑
メ
デ
ィ

フ
ォ
ン
が
提
供
す
る
医
療
通

訳
・
多
言
語
対
応
支
援
と

い
っ
た
仕
組
み
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
︑
外
国
人
患
者

で
あ
っ
て
も
﹁
日
本
人
と
同

じ
く
ら
い
の
時
間
・
労
力
﹂

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
︒﹃
対
応
で
き
る
﹄

と
﹃
実
際
に
対
応
す
る
﹄
両

輪
が
揃
え
ば
︑
十
分
に
受
入

れ
は
可
能
で
す
ね
︒

天
野
氏　
﹁
外
国
人
対
応
﹂

を
特
別
視
す
る
の
で
は
な

く
︑﹁
患
者
対
応
﹂
の
延
長

線
と
し
て
自
然
に
組
み
込
む

視
点
こ
そ
が
︑
こ
れ
か
ら
の

医
療
に
求
め
ら
れ
る
変
化
で

す
︒

　

こ
う
し
た
提
言
を
一
つ
ひ

と
つ
の
医
療
機
関
が
実
践
し

て
い
く
こ
と
で
︑
医
療
サ
ー

ビ
ス
そ
の
も
の
の
革
新
が
加

速
し
︑
国
内
外
を
問
わ
ず
多

様
な
患
者
に
質
の
高
い
医
療

を
届
け
ら
れ
る
体
制
が
︑
日

本
全
国
で
着
実
に
築
か
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
︒

1213

﹁
入
口
の
Ｄ
Ｘ
﹂が
も
た
ら
し

た
効
果

Ｄ
Ｘ
化
で
生
ま
れ
た
新
た
な

課
題
と
︑今
後
の
展
望

医
療
現
場
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を

変
え
る﹁
Ｄ
Ｘ
﹂

の
力

﹁
外
国
人
対
応
﹂で
は
な
く
︑

﹁
患
者
対
応
﹂の
延
長
線
に
あ

る
未
来
へ

予約数（1 ヶ月あたり）

30 ～ 40 件

数件

導入後導入前

問診票入力に要する時間

平均
20 分 数分

導入後導入前

増加

一日に対応できる患者数

外国人患者 病院スタッフ

診療準備ができるため
コミュニケーションが
スムーズに

母国語で事前
入力できる安心

多言語対応の Web 問診票

遠隔医療通訳 / 多言語対応支援

イーヘルスクリニック新宿院

ambii医療機関管理画面



14

　
A
m
b
i
i
は
︑
外
国
人
が
医
療
機

関
を
簡
単
に
検
索
・
予
約
で
き
︑
医
療
機

関
も
外
国
人
対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
︑

多
言
語
対
応
の
医
療
ア
ク
セ
ス
支
援
サ
ー

ビ
ス
で
す
︒検
索
・
予
約
・
問
診
ま
で
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
︑
患
者
に
は
安

心
で
手
間
の
少
な
い
医
療
体
験
を
︑
医
療

機
関
に
は
対
応
負
担
の
軽
減
と
業
務
効
率

化
を
実
現
し
ま
す
︒翻
訳
は
A
I
に
よ
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
翻
訳
で
︑
医
療
用
語
は
事

前
登
録
に
よ
り
精
度
を
高
め
て
い
ま
す
︒

世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
︑
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
︒

　
外
国
人
患
者
受
け
入
れ
に
寛
容
な
医

療
機
関
に
お
す
す
め
で
す
︒つ
く
ば
市
や

千
葉
県
な
ど
外
国
人
労
働
者
が
多
い
地
域
︑

ま
た
新
宿
な
ど
の
旅
行
者
が
多
い
都
市
部

で
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

A
m
b
i
i
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
限
ら
ず
︑

あ
ら
ゆ
る
規
模
・
診
療
科
の
医
療
機
関
で

導
入
可
能
で
︑
外
国
語
対
応
可
能
な
医
療

機
関
の
掲
載
も
行
っ
て
い
ま
す
︒契
約
医

療
機
関
に
は
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
優
先

的
に
提
供
し
て
お
り
︑
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
医
療
機
関
に
適
し
て

い
ま
す
︒

　

受
診
理
由
の
確
認
業
務
︑
翻
訳
対
応
の

手
間
が
大
幅
に
軽
減

　
日
本
語
が
話
せ
な
い
方
に
は
︑
多
言
語

対
応
の
紙
の
問
診
票
を
使
っ
て
も
チ
ェ
ッ

ク
項
目
が
中
心
と
な
り
︑
細
か
な
症
状
や

背
景
を
聞
く
の
が
難
し
く
︑
必
要
に
応
じ

て
翻
訳
ア
プ
リ
で
追
加
の
問
診
を
行
っ
て

い
ま
し
た
︒

　
A
m
b
i
i
で
は
︑
患
者
が
自
由
に
記

入
で
き
る
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
詳
細
を
把

握
で
き
︑
そ
の
内
容
が
自
動
で
翻
訳
さ
れ

る
た
め
︑
翻
訳
ア
プ
リ
の
使
用
頻
度
は
約

4
分
の
1
に
︒加
え
て
︑
問
診
票
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
性
が
高
く
︑事
前
に
滞
在
日
数

や
保
険
の
有
無
と
い
っ
た
情
報
も
把
握

で
き
る
た
め
︑追
加
対
応
の
手
間
が
減
り
︑

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
が
実
現
し
ま
し

た
︒外
国
人
患
者
の
受
診
が
増
え
る
こ
と

で
結
果
的
に
収
益
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
︒

https://docs.google.com/forms/d/e/�-
FAIpQLSeOV_SQUNkxJB��ft�-
fuqpdmdyJKqyr_RmJ��Pq_rkAKxyj�A/v
iewform

１

３

２

ambiiのＷＥＢ問診票予約画面（左）と問診画面（右）

ambii医療機関管理画面

検索・予約・問診までをワンストップで提供

多言語対応 
医療アクセス支援サービス

共同創業者 / CEO

検索

予約問診

　
﹁
ポ
ケ
さ
ぽ
﹂
は
︑
動
画
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
活
用
し
て
医
療
者
の
説
明
業
務
を
支

援
す
る
患
者
説
明
機
能
と
︑
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
行
え
る
ア
ナ
ム

ネ
問
診
機
能
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
︒

　
患
者
説
明
機
能
に
特
化
し
て
ご
説
明
し

ま
す
と
︑
入
院
日
や
検
査
日
な
ど
の
﹁
X

デ
ー
﹂
を
起
点
に
情
報
を
自
動
配
信
し
ま

す
︒
患
者
は
動
画
で
内
容
を
自
宅
で
繰
り

返
し
確
認
で
き
︑
医
療
者
は
患
者
の
理
解

度
の
把
握
も
可
能
で
す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

説
明
体
験
の
向
上
と
説
明
業
務
の
効
率
化
︑

業
務
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
︒

　
多
言
語
A
I
翻
訳
機
能
は
︑
外
国
人
妊

婦
の
多
い
病
院
か
ら
﹁
英
語
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
の
要
望
を
受
け
た

こ
と
が
開
発
の
き
っ
か
け
で
す
︒
P
o
C

と
し
て
英
語
の
説
明
資
料
を
作
成
し
︑
外

国
語
対
応
の
負
担
軽
減
を
実
現
し
ま
し
た
︒

課
題
を
深
掘
り
す
る
と
︑
地
域
に
よ
っ
て

は
ベ
ト
ナ
ム
語
・
中
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
な
ど
︑
英
語
以
外
の
対
応
も
必
要
と
分

か
り
︑
多
言
語
で
の
対
応
を
可
能
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
︒

　
多
言
語
で
の
定
型
説
明
は
日
本
語
以
上

に
時
間
を
要
し
ま
す
︒
ポ
ケ
さ
ぽ
で
代
替

す
る
こ
と
で
︑
説
明
時
間
の
短
縮
や
医
療

者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
と
考
え
︑
こ
の

機
能
を
開
発
し
ま
し
た
︒

　
﹁
ポ
ケ
さ
ぽ
﹂
は
︑
特
定
機
能
病
院
群

や
大
学
病
院
に
準
じ
る
規
模
の
急
性
期
病

院
を
中
心
に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
︒
特

に
︑
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
︑
周
術
期
麻

酔
セ
ン
タ
ー
︑
母
子
周
産
期
医
療
セ
ン

タ
ー
︑
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
な
ど
︑
複
数
職

種
が
関
わ
る
外
来
﹁
セ
ン
タ
ー
﹂
で
多
く

活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
急
性
期
病
院
に
限
ら
ず
︑
整
形

外
科
専
門
病
院
や
産
院
な
ど
︑
診
療
科
に

特
化
し
た
医
療
機
関
に
も
適
し
て
い
ま
す
︒

入
院
・
検
査
・
化
学
療
法
な
ど
︑
情
報
伝

達
が
増
え
る
場
面
で
︑
書
面
や
口
頭
で
は

伝
え
き
れ
な
い
内
容
を
デ
ジ
タ
ル
で
補
完

し
︑
チ
ー
ム
医
療
を
円
滑
に
進
め
た
い
医

療
機
関
に
特
に
お
す
す
め
で
す
︒

　
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
効
率
化

と
患
者
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
﹁
ポ
ケ

さ
ぽ
﹂
を
導
入
し
た
医
療
機
関
で
は
︑
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
��
・
2
％
が
﹁
役
に

立
っ
た
﹂
と
回
答
し
ま
し
た
︒
業
務
面
で

は
︑
患
者
1
人
あ
た
り
の
説
明
時
間
が
5

～
��
分
短
縮
さ
れ
︑
月
6
1
5
人
の
対
応

で
年
間
6
1
5
～
1
2
3
0
時
間
の
業
務

削
減
を
実
現
し
て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り

ま
す
︒

　
ま
た
︑
高
齢
者
の
L
I
N
E
利
用
に
対

す
る
不
安
に
も
丁
寧
に
対
応
し
︑
チ
ー
ム

医
療
を
支
え
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
基
盤
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
昨
今
の
訪
日
・
在
住
外
国
人
の
増
加
に

伴
い
︑
﹁
ポ
ケ
さ
ぽ
﹂
を
利
用
す
る
医
療

者
の
間
で
︑
多
言
語
対
応
に
課
題
を
感
じ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
︒
特
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
が
︑
医
療
制
度
や
入
院

に
関
す
る
説
明
と
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
︒
定
型
的
な
医
療
制
度
の
説

明
を
﹁
ポ
ケ
さ
ぽ
﹂
で
行
い
︑
個
別
性
の

高
い
対
応
を
メ
デ
ィ
フ
ォ
ン
の
遠
隔
医
療

通
訳
・
A
I
翻
訳
で
補
完
す
る
こ
と
で
︑

医
療
者
と
外
国
人
患
者
の
円
滑
で
質
の
高

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る

と
考
え
︑
事
業
連
携
を
開
始
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
︒
今
回
の
連
携
を
圧
倒
的
ス

ピ
ー
ド
で
決
定
︑
実
行
し
て
下
さ
っ
た
澤

田
社
長
を
は
じ
め
メ
デ
ィ
フ
ォ
ン
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
本
連
携

を
通
じ
て
︑
医
療
現
場
の
多
言
語
対
応
の

負
担
を
軽
減
し
︑
外
国
人
患
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
支

援
す
る
と
と
も
に
︑
医
療
現
場
の
働
き
方

改
革
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
︒

１

３

患者さんとのやり取りに、デジタルという選択肢を。

代表取締役 / CEO

４

２

５
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